
 

一 

一
、
は
じ
め
に

　

最
近
本
学
で
は
日
本
古
典
音
楽
関
連
の
古
典
籍
を
幾
つ
か
収
蔵
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
か
ら
、
仏
教
の
声
明
で
用
い
ら
れ
た
一
種

の
旋
宮
図
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
簡
単
な
使
用
法
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
「
呂
律
早
操
旋
宮
図
」（
以
下
本
図
と
言
う
）
は
横
26.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
縦
22.0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
一
枚
物
で
、
説
明
の
本
文

と
円
形
の
音
階
図
（
旋
宮
図
）
か
ら
成
る
。
さ
ら
に
円
形
図
の
中
央
に
は
二
枚
の
円
盤
が
同
心
円
状
に
、
中
心
を
紙こ

よ
り縒

で
留
め
る
形
で

重
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
自
由
に
回
転
さ
せ
て
音
階
の
組
み
合
わ
せ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
円
盤
を
回

転
さ
せ
る
形
式
の
旋
宮
図
は
他
に
も
存
在
し
、
例
え
ば
『
古
今
図
書
集
成
』
に
も
そ
の
よ
う
な
ギ
ミ
ッ
ク
を
備
え
た
も
の
が
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
絶
対
音
高
た
る
「
十
二
律
呂
」
を
地じ

に
、
相
対
的
音
階
た
る
「
五
声
・
七
声
」
を
回
転
さ
せ
て
、「
均い

ん

」
と
「
調
式
」
の

音
程
配
置
を
知
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
本
図
の
特
徴
と
し
て
は
、
回
転
す
る
円
盤
が
同
心
円
状
に
二
重
に
な
っ
て
い
る
点
、
そ
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し
て
そ
れ
が
声
明
や
雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
日
本
の
調
子
を
知
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
点
、
さ
ら
に
笙
と
笛
と
篳
篥
の
穴
名
が
添

え
て
あ
る
点
、
そ
し
て
い
か
に
も
明
治
期
の
も
の
ら
し
く
西
洋

音
名
が
添
え
て
あ
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
本
文
（
付
注
）

　

図
１
に
掲
げ
た
の
が
本
図
の
全
体
で
あ
る
。
中
央
に
旋
宮
図

が
置
か
れ
、
右
に
解
説
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
旋
宮
図
の
中

央
が
紙
縒
で
留
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
中
心
に
二
枚
の
円
盤

が
自
由
に
回
転
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
図
で
は
や
や
分

か
り
に
く
い
が
、中
央
部
の
同
心
円
二
つ
分
が
一
枚
の
円
盤
（
以

下
こ
れ
を
内
円
と
言
う
）、
そ
の
外
の
同
心
円
二
つ
分
が
一
枚
の

円
盤
（
以
下
こ
れ
を
外
円
と
言
う
）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

内
円　

中
央
部
の
そ
れ
ぞ
れ
音
程
が
順
に
直
線
で
結
ば
れ
た

円
、及
び
そ
の
外
の
「
宮
」
□
「
商
」
□
「
角
」
□
「
反
徴
」

「
徴
」
□
「
羽
」
□
「
反
宮
」
と
並
ん
だ
同
心
円

外
円　
「
宮
」
□
「
商
」「
嬰
」「
商
」「
角
」
□
「
徴
」
□
「
羽
」

図１　呂律早操旋宮図
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「
嬰
」「
羽
」
と
並
ん
だ
同
心
円
、
及
び
「
宮
」
□
「
商
」「
商
」
□
「
角
」
□
「
徴
」
□
「
羽
」「
羽
」
□
と
並
ん
だ
同
心
円

で
あ
る
。
ま
た
本
文
の
紙
に
印
刷
さ
れ
固
定
さ
れ
て
い
る
円
を
こ
こ
で
は
便
宜
上
「
地じ

」
と
呼
ぶ
。

　

次
に
解
説
の
本
文
を
文
字
に
起
こ
し
、こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
に
注
釈
を
加
え
る
。
文
字
は
基
本
的
に
常
用
字
体
を
用
い
た
。

呂
律
早
操
旋
宮
図

一　

此
旋
宮
図
ハ
大
原
流
声
明
呂（

1
）中

律
ノ
音
曲
ヲ
示
シ
、
次
ニ
支（

2
）那

ノ
律
名
、
次
ニ
十（

3
）二

調
子
、
次
ニ
欧（

4
）州

楽
律
ノ
名
称
ヲ
配
シ
、

更
ニ
笙（

5
）笛

篥
ノ
穴
名
ヲ
附
シ
テ
其
音
同
一
ナ
ル
ヲ
類
ス
。
〇
呂（

6
）曲

中
曲
ハ
各
五
音
七
音
、
律（

7
）曲

ハ
五
音
ト
ス
。
〇
甲（

8
）ハ

黒
圏
乙
ハ
白

圏
ヲ
以
テ
目
安
ト
シ
、
十
二
律
ノ
旋
宮
七
声
ノ
相
生
応
和
ヲ
示
ス
。
所
謂
順
八
逆
六
上
生
下
生
ナ
ル
モ
ノ
細
線
ヲ
以
テ
甲
ヨ
リ
乙
ニ

引
ク
。
〇
楽（

9
）家

ニ
ハ
律
曲
ニ
瓔
羽
瓔
商
ヲ
立
ト
雖
モ
大
原
流
中
曲
ト
同
シ
ケ
レ
ハ
之
ヲ
略
ス
。
看
者
諒
焉
。

（
１
）
呂
中
律　

声
明
で
用
い
ら
れ
る
「
呂
調
」「
中
調
」「
律
調
」
の
三
つ
の
音
階
を
指
す
。
本
図
に
お
い
て
は
内
円
に
「
呂
曲
」
が
、

外
円
の
内
側
に
「
中
調
」
が
、
外
円
の
外
側
に
「
律
調
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
支
那
ノ
律
名　

い
わ
ゆ
る
十
二
律
呂
。
絶
対
音
高
を
示
す
音
名
。「
黄
鐘
」
か
ら
「
応
鐘
」
ま
で
、
八
度
に
半
音
程
で
十
二
の

律
呂
が
並
ぶ
。
そ
の
内
奇
数
番
目
を
「
律
」、
偶
数
番
目
を
「
呂
」
と
言
い
、
本
図
で
は
各
律
呂
名
の
右
肩
に
律
呂
の
別
が
示
さ

れ
て
い
る
。
本
旋
宮
図
に
お
い
て
は
６
時
の
方
向
に
第
一
音
た
る
「
黄
鐘
」
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
十
二
調
子　
「
壱
越
」
か
ら
「
上
無
」
に
至
る
、
十
二
律
呂
の
和
名
。

（
４
）
欧
州
ノ
楽
律
ノ
名
称　

い
わ
ゆ
る
音
名
。
音
高
は
「
黄
鐘
＝
壱
越
」
が
「
Ｄ
」
と
ほ
ぼ
等
し
い
の
で
、
歴
代
「
黄
鐘
＝
壱
越
」
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を
「
Ｄ
」
に
当
て
て
い
る
。
本
図
で
は
旋
宮
図
の
６
時
方
向
に
「
Ｄ
」
が
置
か
れ
て
お
り
、
円
盤
を
回
転
さ
せ
る
際
こ
こ
を
起
点

に
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。

（
５
）
笙
笛
篳　

地
の
円
の
最
も
外
側
に
、
笙
・
笛
（
龍
笛
等
）・
篳
篥
の
音
符
（
穴
名
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
音
名
の

区
画
に
お
い
て
、
右
が
笙
、
中
央
が
笛
・
左
が
篳
篥
の
音
符
で
あ
る
。

（
６
）
呂
曲
中
曲
ハ
各
五
音
七
声　

呂
曲
は
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
の
五
音
に
「
反
徴
・
反
宮
」
を
加
え
た
七
声
か
ら
成
る
。

そ
の
音
程
配
置
は
中
国
の
宮
調
式
に
同
じ
。
こ
れ
を
図
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

宮
調

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

呂
曲

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

一
方
中
曲
は
「
呂
調
」「
律
調
」
と
は
異
な
る
音
程
配
置
を
持
つ
調
で
あ
る
。
但
し
そ
の
具
体
的
な
音
程
配
置
は
諸
説
あ
り
、
ま

た
宗
派
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
本
図
は
「
呂
曲
中
曲
は
五
音
七
声
」
と
述
べ
て
、「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
の
五
音
に
「
嬰
商
」「
嬰

羽
」
の
二
つ
を
加
え
た
七
声
を
以
て
表
示
し
て
い
る
の
だ
が
、図
１
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
嬰
商
」
の
「
嬰
」
と
「
商
」、及
び
「
嬰

羽
」
の
「
嬰
」
と
「
羽
」
が
二
つ
の
区
画
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
あ
た
か
も
二
つ
の
区
画
に
跨
が
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
図
は
特
に
説
明
し
て
お
ら
ず
そ
の
意
図
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
場
合
に
よ
っ
て
ど
ち

ら
の
音
程
も
使
用
し
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
中
曲
の
音
程
に
は
諸
説
あ
り
、
ま
た
「
呂
調
」
と
「
律

調
」
の
音
程
を
合
わ
せ
持
つ
中
間
的
な
調
の
「
合
曲
」（
雅
楽
で
は
「
半
呂
半
律
」
と
も
言
う
）
も
用
い
ら
れ
る
。
恐
ら
く
本
図

は
そ
う
し
た
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、双
方
の
音
程
を
兼
ね
る
よ
う
な
表
記
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
、
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中
曲

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

「
嬰
商
」
と
「
嬰
羽
」
を
二
区
画
分
に
跨
が
る
よ
う
表
示
し
た
。

（
７
）
律
曲
ハ
五
音
ト
ス　

律
曲
は
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
の
五
音
に
、
通
常
「
嬰
商
」
と
「
嬰
羽
」（
そ
れ
ぞ
れ
「
商
」
と
「
羽
」

の
一
律
上
）
を
加
え
た
七
声
か
ら
成
る
。
本
図
は
「
律
曲
は
五
音
と
す
」
と
延
べ
、「
嬰
商
」
と
「
嬰
羽
」
を
「
商
」
と
「
羽
」

と
表
示
し
、そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
「
商
」
と
「
羽
」
の
一
律
上
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
言
う
日
本
の
「
律
調
」
は
中
国
の
「
羽

調
」
と
同
じ
音
程
配
置
を
持
つ
。
こ
れ
を
図
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

律
曲

宮

商

商

角

徴

羽

羽

羽
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

（
８
）
甲
ハ
黒
圏
乙
ハ
白
圏　

本
図
で
は
、
円
の
中
央
部
に
引
い
た
直
線
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
三
分
損
益
の
生
成
順
を
示
し
て
い
る
。

三
分
損
一
（
順
八
）
は
甲
＝
黒
圏
か
ら
乙
＝
白
圏
へ
、
三
分
益
一
（
逆
六
）
は
乙
＝
白
圏
か
ら
甲
＝
黒
圏
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
直
線
を

た
ど
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
楽
家
ニ
ハ
律
曲
ニ
嬰
羽
嬰
商
ヲ
立　

雅
楽
と
声
明
で
用
い
ら
れ
る
律
調
は
基
本
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
雅
楽
で
は
そ

の
音
程
の
名
称
に
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
の
五
音
及
び
「
嬰
商
」「
嬰
羽
」
を
用
い
る
。
但
し
、
律
調
に
お
け
る
「
角
」
は

中
国
の
五
声
・
七
声
及
び
日
本
の
呂
調
の
「
角
」
よ
り
一
律
高
い
た
め
、
こ
れ
を
特
に
区
別
し
て
「
律
角
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
。

一
方
本
図
で
は
、
右
の
注
（
７
）
で
述
べ
た
よ
う
に
五
音
の
名
称
の
み
を
用
い
て
い
る
（「
商
」
と
「
嬰
商
」、「
羽
」
と
「
嬰
羽
」
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を
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
て
「
商
」「
羽
」
と
す
る
）。
こ
れ
を
図
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

楽
家

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

本
図

宮

商

商

角

徴

羽

羽

雅
楽
で
用
い
る
「
嬰
商
」「
嬰
羽
」
と
同
じ
音
程
で
あ
る
が
敢
え
て
表
示
し
な
か
っ
た
の
で
「
看
（
み
）
る
者
（
も
の
）
焉
（
こ
れ
）

を
諒
（
り
よ
う
）
と
せ
よ
」
と
こ
と
わ
り
書
き
を
入
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

三
、
円
形
図
に
よ
り
示
さ
れ
る
音
程

　

次
に
、
本
図
の
円
盤
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
示
さ
れ
る
音
程
を
具
体
的
に
整
理
し
て
み
た
い
。
歴
代
こ
う
し
た
音
階
の
説
明
に

円
形
の
旋
宮
図
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
理
念
上
１
オ
ク
タ
ー
ブ
で
反
復
さ
れ
る
音
名
や
階
名
を
円
形
に
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

ず
れ
を
主
音
に
す
る
調
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
表
示
で
き
る
利
点
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
は
、
あ
る
調
の
音
程
配
置
を
一

目
で
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
横
方
向
に
展
開
し
た
表
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　

図
２
は
、
地
の
円
の
「
黄
鐘
＝
壱
越
」（
即
ち
十
二
律
呂
の
第
一
音
）
に
、
内
円
の
「
宮
」（
七
声
の
第
一
音
）、
及
び
外
円
の
「
宮
」

を
合
わ
せ
た
状
態
で
あ
る
。
そ
の
下
の
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
音
程
を
横
方
向
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
円
の
６
時
の
方
向
に
あ
る「
宮
」

と
「
黄
鍾
＝
壱
越
」
が
下
の
表
の
第
一
行
に
あ
り
、
旋
宮
図
の
時
計
回
り
の
順
に
、
順
次
下
の
表
の
行
が
左
に
向
か
っ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。
内
円
と
外
円
を
時
計
回
り
に
回
転
さ
せ
る
の
に
応
じ
、
下
の
表
で
は
内
円
の
段
と
外
円
の
段
を
順
次
左
向
き
に
ず
ら
し
て
行
く

こ
と
に
な
る
。
十
二
律
呂
よ
り
左
に
は
み
出
し
た
行
は
、
一
周
回
っ
て
右
の
第
一
行
に
順
に
も
ど
し
て
行
く
。
円
形
図
の
場
合
、
特
に
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10
時
か
ら
２
時
の
間
は
文
字
が
上
下
逆
に
見
え
る
た
め
、
地
の
紙
全
体
を
一
々
回
転
さ
せ
な
い
限
り
、
音
程
配
置
を
一
見
し
て
把
握
し

に
く
い
面
が
あ
る
。
慣
れ
る
ま
で
は
一
度
こ
の
よ
う
に
方
格
（
格
子
）
図
に
落
と
し
込
ん
で
、
上
下
左
右
の
方
向
で
調
と
音
程
を
確
認

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

さ
て
内
円
と
外
円
は
自
由
に
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
様
々
な
調
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
位
置
に
内
円
と
外
円
を
固
定
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
程
が
十
二
律
や
西
洋
音
階
の
ど
の
音
名
に
当
た
る
か
を
読
み
取
る
。
ま
た

図2　内円・外円の宮が黄鐘＝壱越の位置にある状態
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鐘
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そ
れ
に
対
応
す
る
笙
と
笛
と
篳
篥
の
音
符
も
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
本
図
の
基
本
的
な
使
い
方
で
あ
る
。
理
論

上
成
立
す
る
（
実
際
に
は
用
い
ら
れ
な
い
）
調
も
す
べ
て
こ
の
内
円
外
円
の
組
合
せ
で
求
め
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
、
声
明
に

用
い
ら
れ
る
調
や
雅
楽
の
い
わ
ゆ
る
六
調
子
は
、
内
円
と
外
円
の
「
宮
」
を
十
二
律
呂
の
適
切
な
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
で
表
示
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

例
え
ば
、律
曲
の
代
表
例
と
し
て
「
盤ば

ん

渉し
き

調ち
よ
う

」
を
示
す
な
ら
ば
、外
円
を
回
転
さ
せ
て
「
宮
」
を
「
南
呂
＝
盤
渉
」
の
位
置
に
合
わ
せ
、

律
調
を
示
す
外
側
の
同
心
円
の
七
声
の
配
置
を
読
み
取
れ
ば
よ
い
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

盤
渉
調　
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金
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無

双
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黄
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鸞
鏡

ま
た
例
え
ば
、
呂
曲
の
代
表
と
し
て
「
壱
越
調
」
を
示
す
な
ら
ば
、
内
円
を
回
転
さ
せ
て
「
宮
」
を
「
黄
鐘
＝
壱
越
」
の
位
置
に
合
わ

せ
、
内
円
の
七
声
を
読
み
取
れ
ば
よ
い
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

盤
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宮

商
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双
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さ
ら
に
、
内
円
と
外
円
の
組
み
合
わ
せ
の
一
つ
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
図
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
図
１
の
状
態
か
ら
内
円
と

外
円
を
回
転
さ
せ
て
、
内
円
の
「
羽
」
と
外
円
の
「
宮
」
を
地
の
円
の
「
南
呂
＝
盤
渉
」
の
位
置
に
合
わ
せ
た
状
態
で
あ
る
。
下
の
表
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は
、
こ
の
状
態
で
の
音
程
を
横
方
向
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
円
は
、
中
国
風
に
言
え
ば
「
黄
鐘
均
の
羽
調
式
」
即
ち
「
黄
鐘
羽
」
で
あ
る
。
そ
し
て
外
円
は
「
南
呂
＝
盤
渉
」
に
宮
を
置
く
律
調

即
ち
「
盤
渉
調
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
な
ら
ば
、
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地
の
円

呂
曲
中
曲
律
曲
律
呂
十
二
律
十
二
律

笙

笛

篳
篥

羽

宮

宮

呂

南
呂
盤
渉
Ｂ

一
七

中

工

律

無
射
神
仙
Ｃ

比

反
宮

商

商

呂

応
鐘
上
無
Ｃ
♯

工

宮

嬰
商

商

律

黄
鐘
壱
越
Ｄ

上

六

六

呂

大
呂
断
金
Ｄ
♯

商

角

角

律

太
簇
平
調
Ｅ

乙
八

テ

四

呂

夾
鐘
勝
絶
Ｆ

角

徴

徴

律

姑
洗
下
無
Ｆ
♯

下
千

五

一

呂

中
呂
双
調
Ｇ

十

上

舌

反
徴

羽

羽

律

賓
鳧
鐘
Ｇ
♯

美

上

徴

嬰
羽

羽

呂

林
鐘
黄
鐘
Ａ

乞
行

夕

丁
五

律

夷
則
鸞
鏡
Ａ
♯

図３　内円の羽・外円の宮を南呂＝盤渉に合わせた状態
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呂

賓
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夷
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黄
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と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
状
態
で
の
内
円
の
羽
調
式
と
外
円
の
律
曲
と
は
音
程
配
置
が
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
声
明
や

雅
楽
の
律
調
は
中
国
の
羽
調
式
と
音
程
の
配
置
が
等
し
い
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二

重
の
同
心
円
盤
を
回
転
さ
せ
る
形
式
の
本
図
は
、
声
明
で
用
い
ら
れ
る
呂
曲
・
律
曲
・
中
曲
の
音
程
を
知
り
、
中
国
の
十
二
律
呂
と
宮

調
の
基
本
を
学
ぶ
上
で
、
便
利
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

四
、
刊
記
に
つ
い
て

　

本
図
の
左
端
に
は
次
の
よ
う
な
刊
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
廿
年
五
月
九
日　
　

出
版
御
届

仝　
　

年
五
月
廿
九
日　

刻
成
発
兌

編
集
人　
京
都
府
平
民

埜
邨
淳
達



 

一
一 

　 56 　

下
京
区
第
廿
三
組
東
松
屋
町
十
二
番
戸

出
版
人　
京
都
府
平
民

負
野
小
左
衛
門

下
京
区
第
廿
三
組
西
中
筋
御
前
通
上
ル
堺
町
十
八
番
戸

　

出
版
人
の
負
野
小
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
各
種
目
録
に
お
い
て
浄
土
宗
関
係
の
書
籍
の
編
者
や
出
版
人
と
し
て
同
じ
氏
名
が
確
認
で

き
る
。
一
方
編
集
人
の
埜
邨
淳
達
に
つ
い
て
は
未
詳
な
が
ら
、
野
村

0

0

淳
達
の
表
記
な
ら
ば
仏
教
書
の
編
者
と
し
て
各
種
目
録
に
確
認
で

き
る
。
例
え
ば
『
三
帖
和
讃
略
解
』（
仰
誓
著
、
野
村
淳
達
訂
、
永
田
文
昌
堂
、
明
治
十
二
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
編
集
人

の
住
所
が
現
在
の
下
京
区
東
松
屋
町
に
当
た
る
の
な
ら
ば
、
地
図
上
で
こ
こ
に
確
認
で
き
る
の
は
法
光
寺
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お
寺
で

あ
る
。
浄
土
真
宗
は
天
台
宗
（
本
図
に
言
う
大
原
流
）
や
真
言
宗
と
並
ん
で
声
明
の
盛
ん
な
宗
派
で
あ
る
。
想
像
の
範
囲
を
出
な
い
が
、

埜
邨
淳
達
が
本
図
を
出
版
し
た
背
景
に
は
、
自
身
の
実
践
に
基
づ
い
た
実
用
的
な
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
本
題
と
は
外
れ
る
が
、
本
図
に
は
一
箇
所
だ
け
虫
損
が
見
ら
れ
る
。
幸
い
に
も
文
字
や
記
号
の
読
み
取
り
に
は
支
障
の
な
い
程

度
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
内
外
二
枚
の
円
盤
と
地
の
紙
を
貫
通
し
て
い
る
。
試
し
に
こ
の
穴
が
ぴ
っ
た
り
重
な
る
よ
う
に
二
枚
の
円
盤

の
位
置
を
定
め
る
と
、
呂
曲
・
中
曲
・
律
曲
の
「
宮
」
と
黄
鐘
・
壱
越
・
Ｄ
と
が
並
ぶ
状
態
（
即
ち
図
１
と
図
２
の
状
態
）
と
な
る
。

こ
れ
は
、
呂
曲
・
中
曲
・
律
曲
の
主
音
が
十
二
律
呂
の
第
一
音
に
配
置
さ
れ
る
位
置
、
即
ち
「
黄
鐘
宮
」
と
い
う
基
本
の
位
置
で
あ
る
。

つ
ま
り
長
期
保
存
中
の
、
虫
損
が
生
じ
た
時
期
に
お
い
て
は
、
回
転
す
る
円
盤
は
基
本
の
位
置
に
リ
セ
ッ
ト
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い

た
と
言
え
る
。
些
末
な
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
の
所
有
者
が
本
図
を
大
切
に
使
用
・
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
。


